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 11 月 2 日、柏木が勤怠システム(KUOS)の会議(人事課情報・システム室)に参加した。 

 11 月 4 日、山田が Orthopeics Live Symposium で特別講演「運動器慢性疼痛診療の最近

の動向：疼痛管理を含めて」(主催：第一三共)を行った(小倉/Web)。 

 11 月 7 日、第 4学年(114 人)の臨床実習が始まり、山田が白衣授与式の司会を務めた。

教務委員会が開催され、第 1学年～第 4学年のカリキュラム再編成と進級卒業判定基準が

承認され、第 4学年の進級判定は共用試験 CBT(統一合格基準)と総合試験(合格基準未定)

を総合的に勘案して決定することになった(11/9 の教授会議でも承認)。 

 11 月 10 日、柏木が共用試験 CBT 再試験(追試験後)のサイトマネージャーを担当した。 

 11 月 14 日、医学部模擬患者 5名が臨床実習前 OSCE のパフォーマンス評価を受けた結果

(10/26 大阪)、全員に認定標準模擬患者認定証(共用試験実施評価機構)が送付された。 

 11 月 14～15 日、卒業試験 Bが行われ(今年度は A/B)、安達と山田が監督を担当した。 

 11 月 15 日、柏木が勤怠システム(KUOS)の会議(人事課情報・システム室)に参加した。 

 11 月 16～17 日、柏木が放射線科で勤怠システム(KUOS)の医師トライアルを説明した。 

 11 月 19 日、山田が日本運動器疼痛学会のランチョンセミナーで座長を務めた(足利)。 

  11 月 22 日、山田が整形外科の臨床実習で「シナリオに基づくシミュレーション教育」

を実施し、片山がシミュレータ操作を支援した。 

 11 月 25 日、安達が臨床実習の学生を日本臨床外科学会(赤木教授)に案内した(福岡)。 

 11 月 29 日、教務委員会で卒業判定が審議され、120 人中 20 人が再試験(1/4)になった。 

 11 月 30 日、教授会議で教務委員会の卒業判定案が承認された。柏木が教職員の研修会

「Hondana 講習会」を行った(基礎 3号館 CP 実習室)。 

 

＊クリニカルスキル・トレーニングセンターの利用状況 ＊は土日 
・臨床実習前演習(PCCE)：医学科 4年生(医学部医学科) 11/1 

・臨床実習(医学科 5年)：VR 内視鏡シミュレータ体験(消化器内科) 11/18・11/24 

・臨床実習(医学科 4/5 年)：VR 気管支鏡シミュレータ体験(呼吸器内科) 11/7・11/14・11/28 

・臨床実習(医学科 4/5 年)：シミュレータによる気管挿管・硬性鏡検査体験(呼吸器外科) 

11/17・11/22 

・臨床実習(医学科 4/5 年)：外科縫合トレーニング(呼吸器外科) 11/17・11/22 

・臨床実習(医学科 4/5 年)：ダヴィンチシミュレータ体験(呼吸器外科) 11/8・11/29 

・臨床実習(医学科 5年)：超音波検査シミュレータ体験(呼吸器外科) 11/1 

・臨床実習(医学科 5年)：ダヴィンチシミュレータ体験(消化器外科) 11/1・11/17・11/22 

・臨床実習(医学科 4/5 年)：シナリオシミュレーション演習授業(整形外科) 11/22 

・VR 内視鏡シミュレータ・トレーニング(消化器外科医師) 

11/1・11/2・11/3＊・11/4・11/6＊・11/7・11/8・11/9・11/10・11/11・11/13＊・11/14・

11/15・11/16・11/17・11/18・11/20＊・11/22・11/23＊・11/24・11/25・11/29・11/30 

 



・ドライボックス内視鏡手術トレーニング(消化器外科医師) 

11/1・11/2・11/3＊・11/4・11/6＊・11/7・11/8・11/9・11/10・11/11・11/13＊・11/14・

11/15・11/16・11/17・11/18・11/20＊・11/22・11/23＊・11/24・11/25・11/29・11/30 

・VR 内視鏡シミュレータ・トレーニング(大学院医学研究科医師) 11/9・11/16 

・エコーシミュレータトレーニング(大学院医学研究科医師) 11/9・11/16 

・ロボット支援下手術シミュレータ・トレーニング(消化器外科医師) 11/16・11/28・11/30 

・CV カテ挿入トレーニング(救命医師) 11/24 

・救急蘇生演習 (医療連携センター) 11/8・11/9 

・クリティカルケア研修会(看護部) 11/3＊・11/13＊・11/26＊ 

・看護助手研修会：褥瘡予防研修(看護部) 11/10・11/16 

・新人看護師研修：多重課題研修(病棟看護師) 11/18・11/25 

・災害時訓練(病棟看護師) 11/25 

・急変時対応研修会：指導者編(看護部) 11/30 

 

文責：安達洋祐 

 

 


